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東京応化の長期持続的価値創造プロセス
2030年に向けて「豊かな未来、社会の期待に化学で応える“The e-Material Global Company”」を
経営ビジョンに掲げる東京応化は、グローバルニッチトップ企業として、国内外で築いてきた強固な顧
客基盤のもと、“社会に役立つ、他社が手掛けないような製品の開発”という切り口で、社会的課題の
解決に貢献しています。技術転換スピードが極めて速い半導体関連事業やエレクトロニクス関連事業に

おける最先端の価値創造を支えるのは、超長期を見据えた財務基盤、世界最高水準の技術力、たゆま
ぬ研究開発や人的資本への投資と、マテリアリティへの取組みです。今後もグローバルリスクの動向を
注視しながら価値創造プロセスを柔軟に運用・進化させ、高度な社会的・科学的課題に貢献し続けるこ
とで、持続的な企業価値向上を目指します。

財務資本
総資産2,011億円
自己資本比率75.3％

「TOK Vision 2030」ありたい姿（定量側面）
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新たなモビリティ
社会への移行

技術イノベーション
の難易度上昇・
長期スパン化

製造資本
設備投資額56億円

知的資本
特許登録件数279件
研究開発費95億円

人的資本
連結従業員数

1,750人

社会・関係資本
販売国数29地域

自然資本
持続可能な自然資源

先端材料の提供による
技術イノベーションの促進

DXの促進による
ニューノーマルの実現

各産業の現場での
非接触・遠隔

オペレーションの拡大

各種機器の消費エネルギーを
半導体技術で制御・抑制

高機能・高信頼性を両立させた
車載デバイスにより、

安全な自動運転社会を実現

電子デバイスの高速化による
生産性向上
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グローバルニッチトップ企業
ニッチな領域で高付加価値製品を 

開発・上市し続けるビジネスモデルの継続

顧客密着拠点の進化
「開発」「製造」「営業」の

三位一体での展開を新たなフェーズへ進化させる

tok中期計画2021
ポイント1. 事業ポートフォリオの変革を強化　　

ポイント2. 成長軌道への回帰
ポイント3. バランスシートマネジメントを強化、新たな配当方針の導入

マテリアリティへの取組み
イノベーションに資する新しい付加価値の創造／

グローバルでの人材施策の強化／コーポレート・ガバナンスの進化／
地球環境の保全／化学物質の管理／労働安全衛生・保安防災

経営ビジョン
豊かな未来、社会の期待に化学で応える
“The e-Material Global Company”

経営理念
「自由闊達」「技術のたゆまざる研鑽」「製品の高度化」「社会への貢献」

高付加価値 
製品への
こだわり
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Vision 2030」

創業以来の
DNA

装置事業 新規事業
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